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略歴
〔学歴〕
1954年7月27日 大阪市東淀川区十三東町2-11で生まれる
1967年3月 東大阪市立縄手北小学校卒業
1970年3月
1970年4月
1973年3月
1973年4月
1977年3月
1977年4月
1979年3月
1979年4月
1982年3月
〔学位〕
1977年3月
2011年3月
大阪市立天王寺中学校卒業
大阪府立高津高等学校入学
同校卒業
大阪大学法学部法律学科入学
同大学卒業
大阪大学大学院法学研究科公法学専攻（法理学）博士課程
前期課程入学
同課程修了
大阪大学大学院法学研究科公法学専攻（法理学）博士課程
後期課程入学
同 課程所定単位修得後退学
法学修士（大阪大学）（「J.ベンサムの法改革構想 形式改
革を中心にして」：修正の上「J.ベンタムの法思想 (1) 自
然法・社会契約等の曖昧な「言葉」の批判を中心として」と
して『阪大法学』第115号 (1980年8月）にて公刊）
博士（法学）（関西大学）（「戦後日本の〈法文化の探求〉法
文化学構築にむけて」：同一タイトルにて2010年7月に関西
大学出版部より出版）
〔職歴（専任職）〕
1982年4月 大阪大学法学部助手（法理学講座）
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1983年3月
1983年4月
1985年4月
1991年4月
1992年3月
1992年4月
2001年4月
2005年4月
2007年3月
2007年4月
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大阪大学法学部退職
中京大学法学部専任講師（法哲学）
中京大学法学部助教授
中京大学法学部教授
中京大学法学部退職
大阪府立大学総合科学部助教授（法思想史，法文化論）
大阪府立大学総合科学部，人間文化学研究科教授
公立大学法人・大阪府立大学人間社会学部教授，人間社会学
研究科教授
公立大学法人・大阪府立大学退職
関西大学法学部教授（法社会学，比較法文化学，法哲学）
現在に至る
〔職務，研究員（主幹）〕
大阪府立大学総合科学部入試副委員長 (2003年4月1日ー2004年3月31日）
大阪府立大学総合科学部入試委員長 (2004年4月1日ー2005年3月31日）
関西大学人権問題委員会委員 (2007年10月1日ー2009年9月30日）
関西大学人権問題委員会委員長 (2009年10月1日ー2011年9月30日）
関西大学AO入試委員会委員 (2008年4月1日ー2009年3月31日）
関西大学法学部教学主任 (2008年10月1日ー2010年9月30日）
関西大学国際委員会委員 (2008年10月1日ー2010年9月30日）
関西大学日本 ・EU研究センター運営委員会委員
(2009年10月1日ー2010年9月30日， 2011年10月1日 現在に至る）
関西大学法学研究所「アジア法文化研究班」主幹
(2007年4月1日ー2011年3月31日 (2期））
関西大学国庫助成委員会委員 (2014年4月1日 現在に至る）
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〔非常勤講師〕
1984年4月1日ー1987年3月31日 南山大学法学
1985年4月 1日ー1991年3月31日 近畿大学法学部法哲学
1987年4月1日ー1991年3月31日 名城大学法学部法学
1992年4月1日ー1993年3月31日 中京大学法学部法哲学
1994年4月1日ー2007年3月31日 関西大学法学部法社会学，法哲学，法
律思想史，外国書外国法（英米法）等々を担当
1996年ー2001年（各年とも前期） 国立療養所近畿中央病院付属看護学校
法学
1997年（前期） 大阪市立大学法学部 法哲学
1997年4月1日ー2003年3月31日 四条畷学園女子短期大学現代社会と法
2001年9月25日ー9月28日（集中講義） 岡山大学法学部 比較法文化論
2002年4月1日ー2003年3月31日 大阪大学法学部，法学研究科博士前期課
程比較法文化論
2003年4月ー2004年3月（集中講義） 前期； 7月22-24日 後期； 1月14
-16日 大阪大学大学院法学研究博士前期課程比較法文化論
2003年（前期） 甲南大学法学部 比較法文化論
2007年8月27日ー9月1日（集中講義） 札幌学院大学法学部 法哲学
2007年 4月 1日 現在に至る大阪府立大学人間社会学部法文化論前
期・後期とも集中講義 (2013年度2014年度は半期のみ）
2010年2月15日ー2月18日（集中講義） 九州大学大学院比較社会文化学府
比較法文化学
〔学会活動〕
1993年ー2009年 Stair Society, Secretary for Japan (本部スコットラン
ド・エデインバラ）
1995年11月 現在に至る 日本法哲学会理事 (9期）
2002年11月 日本法哲学会・ 2002年度大会企画委員長（統一テーマ「宗教と
法ー一聖と俗の比較法文化」）（『宗教と法 聖と俗の比較法文化』
『法哲学年報』 2002年度）
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2004年ー2008年 法哲学・社会哲学国際学会連合 (IVR)・日本支部長 (2
期）
2009年ー2013年 日本法哲学会ワークショップ担当理事（内， 2011年11月か
ら2012年10月の間は，在外研究のため竹下賢理事が就任）
2011年 現在に至る 日本学術会議連携委員（第22期）（「グローバル化と
法」分科会所属）
2014年 7月 『法文化学の基礎理論ー一千葉正士先生追悼論集』編集委員，
『千葉正士著作集』編集委員（ともに信山社から2015年 5月より順次
刊行予定）
〔在外研究員・客員教授〕
1987年 8月ー1988年 7月 エデインバラ大学「刑事学・法社会学・法哲学研
究所」客員研究員（中京大学在外研究員制度による 1年間の在外研
究）
1995年 2月ー1995年 3月 エデインバラ大学法学部客員研究員 (StairSociety 
Japan Branchより派遣）
1999年12月ー2000年 2月 エデインバラ大学法学部客員研究員（文部省• 平
成10年度公立大学在外研究員補助金による 3カ月の短期在外研究）
2009年 7月ー2014年 6月 長春理工大学法学院客員教授（同法学院・赫然院
長より同法学院にて任命）
2009年 8月ー2009年10月 ルーバンカトリック大学・交換研究員（関西大学
との交換協定よる）
2011年 9月ー2012年 3月 ルーバンカトリック大学客員教授（関西大学在外
研究員；文学部日本学科・大学院修士課程にて「日本の法と社会」
コース共同担当。その間に，ロンドン大学東洋アフリカ学院 (SOAS)
「アジア・アフリカの法体系」講義の一環として2011年10月15, 16日
に 'ModernJapanese Legal System and Legal Culture-Focusing on 
Tenno System'と'NewlyIntroduced'Saiban-in'Trial-Third Judicial 
Reform in Modern Japan'特別講義）
2012年 4月ー2012年 6月 オークランド大学法学部客員研究員（関西大学在
外研究員；刑事学コースにて 5月28, 30日に "Yakuzaor Boryoku-
dan : Organized Crime in Japan"特別講義）
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2012年6月ー7月 長春理工大学法学院客員教授（関西大学在外研究員；そ
の間， 7月17日に同学院スタッフとのスタッフセミナーにて「日本の
大学，社会における最近の動向」講義，および7月25-7月28日の間，
同法学院にて「現代日本社会と法」講義）
2012年8月ー2012年9月 台湾中央研究院・台湾史研究所客員研究員（関西
大学在外研究員；その間， 8月5日に国立政治大学にて「法と社会と
文化 先住民族の権利，人権を手がかりにして」特別講義）
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著作目録
〔単著書〕
『法文化の諸相—スコットランドと日本の法文化』
晃洋書房 1997年 217頁
『法文化の探求 法文化比較にむけて」
法律文化社 2001年 280頁
『［補訂版］ 法文化の探求 法文化比較にむけて』
法律文化社 2002年 280頁＋「文献案内」・「索引」 30頁
『法の世界一PHILOSOPHY・SOCIETY・CULTURE一』
晃洋書房 2008年 134頁
『法社会学・講義』
晃洋書房 2010年 209頁
『戦後日本の〈法文化の探求〉 法文化学構築にむけて』
関西大学出版部 2011年 335頁
『［改訂版］ 法の世界—PHILOSOPHY·SOCIETY·CULTURE—』
晃洋書房 2011年 132頁
『日本社会と法 〈法と社会〉のトピック分析』
晃洋書房 2013年 244頁
『〈社会・文化・法〉のトピック分析ー一犯罪・宗教・マイノリティ』
晃洋書房 2013年 149頁
〔（共）編著〕
竹下賢・角田猛之編著『マルチ・リーガル・カルチャー：法文化へ
のアプローチ』 晃洋書房 1998年
「編者あとがき」，「第1部法文化とポスト・モダン」「第6章宗教
をめぐる法文化」および「終章 法文化について」「2. わが国にお
ける法文化研究の動向―-1980年代以降を中心にして」執筆
竹下賢・角田猛之編著『恒藤恭の学問風景 その法思想の全体
像』 法律文化社 1999年
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「編者あとがき」，「第 2章 文化の探求― 法文化のパースペクティ
プから」執籠
竹下賢・平野敏彦・角田猛之編著『トピック法思想 羅針盤とし
ての歴史』 法律文化社 2000年
編者「あとがき」，「第 2章 英米と日本の陪審裁判をめぐる法思想」
執筆
竹下賢・角田猛之編著『［改訂版］ マルチ・リーガル・カルチャー：
法文化へのアプローチ』 晃洋書房 2002年
「編者あとがき」，「第1部法文化とポストモダン」「第6章宗教を
めぐる法文化」，「終章法文化について」「第 2節 法文化と法文化
論，比較法文化論の概念をめぐって一一試論的提示」執筆
竹下賢・沼口智則・角田猛之編著『入門法学一一一現代社会に生きる
法』 晃洋書房 2002年
「絹者あとがき」，「第4章刑事法ーーあらたな「罪と罰」の動向を
も視野に入れて」執筆
長谷川晃・角田猛之編著『ブリッジブック法哲学』
信山社 2004年
「はじめに〈法を哲学する〉とは？」，「第 1講義 ひとはどこまで法
に拘束されるのかー一さまざまな社会的ルールと法」，「第 3講義 西
洋の法理論，法思想を形づくるもの」執筆
竹下賢・沼口智則・角田猛之・竹村和也編著『［改訂版］ 入門法学
-―現代社会に生きる法・活かす人権』 晃洋書房 2005年
第3章「刑事法へのアプローチー一世紀末からのあらたな「罪と罰」
の動向—-」, 「エピローグ」，「Yesor Noあなたはどちら？」（「21世
紀の男女共同参画社会においても女性天皇は認められないのだろう
か？」，「先進国のなかでもとくに安全といわれるニッポンにおいて，
はたして死刑は必要なのだろうか？」，「あとがき」執筆
竹下賢・沼口智則・角田猛之・竹村和也編著『［第 3版］ 入門法学
現代社会に生きる法・活かす人権』 晃洋書房 2009年
第4章「刑事法へのアプローチー一〈罪と罰と人権〉をめぐる最新の
動向をふまえて」，「Yesor Noあなたはどちら？」（「21世紀の男女共
同参画社会においても女性天皇は認められないのだろうか？」，「先進
国のなかでもとくに安全といわれるニッポンにおいて，はたして死刑
は必要なのだろうか？」），「あとがき」執筆
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角田猛之・石田慎一郎編著『グローバル世界における法文化 法
学・人類学からのアプローチ』 福村出版 2009年
「はじめに一一本書成立の経緯と今後の展望ー一」，「第 I部千葉・
法文化論と安田理論からの展望」「第 1章 千葉・法文化論再考ー一
アイデンテイティ法原理論を中心として」執筆
角田猛之編著『アジアの法文化の諸相j
法学研究所・アジア法文化研究班・研究叢書第40冊 2009年
「はしがき」，「第 1章 アジアの法文化へのアプローチー―—国内外の
さまざまな学会での法文化に関するシンポジウム企画，報告での検討
を中心にして」執筆
角田猛之編『中国の人権と市場経済をめぐる諸問題』
関西大学出版部 2010年
「はじめに」執筆
竹下賢・角田猛之・市原靖久・桜井徹編著『はじめて学ぶ法哲学・
法思想史 古典で読み解く 21のトピック』 ミネルヴァ書房 2010年
「はじめに一~本書のコンセプト」，「m 法と倫理・文化総論」，「 1
宗教 religionー 一近代そして現代の法は倫理や宗教から自由でありう
るのか？ ホッブズ『リヴァイアサン』／モンテスキュー 「法の精
神』」執筆
角田猛之編著『アジアの法文化の諸相 第2巻』
法学研究所・アジア法文化研究班・研究叢書第44冊 2011年
「はしがき」，「第 1章宗教をめぐる法文化 西洋法思想の源流と
してのユダヤ・キリスト教」執筆
竹下賢・角田猛之・沼口智則・竹村和也編著『［第 4版］ 入門法学
ー一現代社会の羅針盤』 晃洋書房 2014年
「まえがき」，「第 4章 刑事法へのアプローチー一 〈罪と罰と人権〉
をめぐる最新の動向をふまえて」執筆
長谷川晃・角田猛之編著『［第 2版］ ブリッジブック法哲学』
信山社 2014年
「はじめに《法を哲学する〉とは？」，「第 1講義 ひとはどこまで法
に拘束されるのか さまざまな社会的ルールと法」，「第3講義西
洋の法理論，法思想を形づくるもの」執筆
角田猛之，ヴェルナー・メンスキー，森正美，石田慎一郎編著『法文
化学の基礎理論ー一千葉正士先生追悼論集』 信山社 2015年5月刊行予定
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「序論」（石田慎一郎と共著），「I-2 千葉理論の検討」の「2 千
葉正士の「総合比較法学」の新たな構想と法の多元性に着目した法学
教育の提唱――—晩年のいくつかの日本語論文に依拠して」
千葉正士著作集編集委員会編（角田猛之・大塚滋• 長谷川晃・奥山
甚ー ・北村隆憲• 石田慎一郎）『千葉正士著作集』
信山社， 2015年以降順次刊行予定
千葉正士著（遺著）『法文化への夢』
信 山 社 2014年12月刊行予定
「あとがき」，索引作成
〔共著〕
長尾龍一編『現代の法哲学者たち』（日本評論社）所収「D.ラファ
エル：スコットランド道徳哲学の伝統」執筆 1988年
中京大学法学部絹『現代の法と政治』（法学部創立20周年記念論文
集）所収「ジョン・アースキンの法概念論」執筆 1988年
中谷実編『ハイブリッド憲法』（到草書房）所収「第 3章第 2節I
法の下の平等」，「第3節I(1)財産権の保障」執筆 1995年
日本法社会学会編（責任編集・六本佳平）『法社会学の新地平』（有
斐閣）所収「法文化へのアプローチー一法文化論の概念の試論
的提示」執筆 1998年
加茂直樹編『社会哲学を学ぶ人のために』（世界思想社）所収「W
国家・民族・宗教」「3 宗教と法 欧米と日本の法文化の
比較」執筆 2001年
戒能通厚編『現代イギリス法事典 UKLaw: Past and Present 
Perspectives』（新法学ライブラリ〈別巻〉）（新世社）所収「VIl
スコットランド」「32 スコットランド議会の開設」，「33 ス
コットランドの司法制度」執鍮 2003年
安彦一恵．谷本光男編『公共性の哲学を学ぶ人のために』（世界思
想社）所収「第 5章 宗教に対して公はどのようにかかわるべ
きか」執筆 2004年
アジア法学会編（編集代表：安田信之・孝忠延夫）『アジア法研究
の新たな地平』（成文堂）所収「第 I部 アジア法研究の方法
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と歴史」「第 2章 アジアの法文化へのアプローチーー開発法
学と法哲学，法文化論との交錯を手がかりに」 2006年
劉幸義主編『法學理論文化李岱教授祝壽論文集 LegalTheory 
and Culture Honor of Professor Dai LEE for the 87th 
Birthday』（新學林出版股扮有限公司）所収「〈宗教と法〉をめ
ぐる法文化比較 日本の天皇制とオウム真理教事件を手がか
りにして」 2008年
〔単著論文〕
「J.ベンタムの法思想(1) 自然法・社会契約等の曖昧な「言葉」の
批判を中心として」 『阪大法学』第115号 1980年8月
「A.スミスの統治論」
『法哲学年報』(1980年度） 1981年11月
「アダム・スミスの Jurisprudence」
『阪大法学』 121号 1982年1月
「アダム・スミスの所有権論」
『阪大法学』 124号 1982年10月
「近代スコットランド法思想研究—-Lord Stairの法思想(1)」
『中京法学』第19巻2号 1984年7月
「近代スコットランド法思想研究一―-LordStairの法思想(2)」
『中京法学』第19巻3号 1984年11月
「アダム・スミスの Jurisprudenceと ScottishLegal Tradition」
「中京法学』第20巻l号 1985年6月
「近代スコットランド法思想研究―-LordStairの法思想(3)」
『中京法学』第20巻2号 1985年11月
「"ScottishLegal Tradition" Lord Cooperの論稿に依拠して」
「中京法学」第20巻3号 1986年2月
「エデインバラ大学法学部における教育と研究の一側面」
『阪大法学』第145号 1988年2月
「法の非発展論的発展論 A. ワトソンの法移植論の紹介と検討」
『中京法学』第23巻2・3・4合併 1989年3月
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「スコットランドの法文化の一側面 17・18世紀を中心にして」
「法哲学年報』 (1990年度） 1991年10月
「16世紀以降のスコットランド法史の概要」
「法制史研究』（法制史学会年報） 40号 1991年11月
「スコットランドのコモンローの諸側面」
『比較法研究』（比較法学会年報） 1992年12月
「スコットランドのコモンローの諸側面」
『人間科学論集』（大阪府立大学人間科学研究会）第24号 1993年12月
「18世紀イングランドの陪審制の一端：ブラックストーン『イング
ランド法釈義」第 3巻23節「陪審制について」の紹介を通し
て」 『成城法学』 48号 1995年3月
「ヨーロッパにおける法文化の統一性と多元性-EU・UK・ ス
コットランドを素材にして」 『法哲学年報』 (1996年度） 1997年10月
「千葉・法文化論における法哲学・法思想史ファクター：法主体論と
アイデンテイティ法原理論を手がかりに」「法の理論』第18巻 1999年2月
「都市における自生的秩序形成の一端 エスニック・マイノリ
ティを中心にして一ー」 「法哲学年報』(1999年度） 2000年10月
「宗教と法をめぐる比較法文化ー一うミ皇制とオウム真理教を手がか
りにして」 『法哲学年報』 (2002年度） 2003年10月
「法文化論の方法の模索ー一安田信之「アジア法の認識枠組み」と
千葉正士「法文化の操作的定義」をてがかりにして」
『関西大学法学論集』第52巻 6号 2003年3月
「千葉・操作的定義におけるアイデンテイティ法原理――—安田信之
の評価を手がかりにして」
『法観念の比較文化論』財団法人国際高等研究所・代表・上山安敏所収 2003年6月
「宗教が有する公共性の二面性ーーアメリカ市民宗教，神権天皇制，
オウム真理教を手がかりにして」
『関西大学法学論集』第53巻 2号 2004年7月
「神権天皇制と象徴天皇制における〈制度的断絶性と意識的連続性〉
法社会学，法文化論の視座から」
『関西大学法学論集』第56巻 2・3号 2006年7月
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「〈宗教と法〉問題へのアプローチー一法哲学，法文化論の視座から
の試論的検討」 『宗教法学』（宗教法学会年報）第26号 2007年1月
「矢崎法哲学と法文化 法文化の視座からの内在的理解」
『法の理論」第26巻 2007年1月
「グローバル化時代における多元的法体制と法文化 千葉正士の
法文化論の検討を手がかりにして」
『論文集』（第七回東アジア法哲学シンポジウム並びに
中国法理学研究会2008年大会； 2008年9月 中国・長春
吉林大学理論法学研究センター 吉林大学法学院） 2008年9月
「矢崎法哲学と法文化―法理学から法文化論への展開」
「関西大学法学論集』第59巻3・4号 2009年12月
〔欧文論文，国際学会報告英文ペーパー，アブストラクト，中国語への翻訳論文〕
Professor MacCormick's Philosophy of Law; As Related to the 
"Scottish Legal Tradition" 「中京法学』第21巻1号 1986年9月
Adam Smith's Jurisprudence and Scottish Legal Tradition: 
Concerning Their Ways of Treating The Scottish and English 
Law Archiv fir Rechts-und Sozialphilosophie (ARSP) 
(Internationale Vereinigung fir Rechts-und Sozialphilosophie 
(IVR)) "East and West Legal Philosophies in Japan" 
Beiheft Nr. 30 1986 1987年8月
Professor MacCormick's Philosophy of Law; As Related to 
So-called "Scottish Legal Tradition", Abstracts ("Law, 
Culture, Science and Technology-In Furtherance of 
Cross-Cultural Understanding" 13th World IVR Congress 
Kobe 20-26. 8. 1987) 1987年8月
John Erskin's Concept of Law: Based on "An Institute of the Law 
of Scotland" (8th. ed. 1871) Book 1, Title 1, "Of laws in 
General" 「中京法学』第23巻1号 1988年7月
Legal Culture Relating to the Tenno (Emperor System) in Japan 
and the Notion of the "Tenno As a Living God" in the 
Pre-War Era "Working Groups Abstracts" (Law and Legal 
Cultures in the 21st Century: Diversity and Unity; 23rd 
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World IVR Congress 1-6 August 2007, Krakow, Poland) 
(Jagiellonian University Press) 1988年8月
「法科大学院吋代的法学部法学教育的意又」 『亜太法学教育改革与
国除化研甘会・会以密料』（油決大学法学院・並太法防会・《太
平洋学服》綸集部） (2007年12月22-23日，中国・北京）
「関於宗教輿法律之法律文化比較ー一ー以日本天皇制度輿覇鵡真理教
事件為端緒」劉幸義主編『法學理論輿文化 李岱教授祝壽論文
集 LegalTheory and Culture Honor of Professor Dai LEE 
for the 87th Birthday』 （新學林出版股扮有限公司） 2008年
「神枚天皇制与象征天皇制l、司‘‘制度的断絶性与意沢的造綾性,_
以法社会学，法文化詑的友展」
「太平洋学服」（中国太平洋学会） 2008/第1期 2008年1月
「神枚天皇制到象征天皇制的法社会学研究」
『太平洋学服』（中国太平洋学会） 2008/第7期 2008年7月
「美干並州法文化研究的方法詑模型ー一安田信之的干升発法学詑与
法文化研究」（李暢訳）
『長春理工大学学報・社会科学版j第22巻第 1期 2009年1月
「法文化的研究方法与比較法文化学」 『第一届糸北亜比較法学国除
学木検討会・論文集』（長春理工大学奈北亜比絞法研究所・長
春理工大学法学院） (2009年 7月，中国・ 長春） 2009年
"Introduction of the New Japanese Quasi-Jury System and 
Japanese Legal Culture" "Working Groups Abstracts" (Global 
Harmony and Rule of Law ; 24th World IVR Congress 15-20 
September 2009, Beijing) (China Law Society and 
International Association for Philosophy of Law and Social 
Philosophy) 2009年
"N Introduction of the New Japanese Quasi-Jury System and 
Japanese Legal Culture"「国際シンポジウム「転換期の日本と
EU—グローバル世界における法改革(Interna tlonal 
Seminar Japan and The EU in Transition: Legal Reforms in 
a Globalized World) (平成21年度関西大学 日本 ・EU研究
センター 第 2回ジャパン・ウィーク 国際シンポジウム；
ルーヴァンカトリック大学）
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(Kansai University Japan-EU Research Center Second 
Japan Week International Symposium 2009) 2010年
「法文化的研究方法与比較法文化学」 赫然・苅淑波・李暢編『京北
亜比較法研究新槻点 Onthe Comparative Law in North-
East Asia』 （社会科学文献出版社）
「人権的法制度輿法文化 以日本婚姻輿女性天皇為例」 『島弧人
櫂：亜朴1人櫂的理論，賓務輿歴史圏際研討會，會議手冊』
(2011年6月1日）（台北・輔仁大學法律學院基礎法學研究中心）
"Chiba's Theory of Legal Culture and New Idea of 
'Comprehensive Comparative Law'Basing on Some Japanese 
Papers in His Later Years" Towards a General Theory of 
Legal Culture In a Global Context : Chiba Memorial 
2009年
2011年
Symposium SOAS, School of Law, 26th March, 2012 
"Masaji Chiba's New Concept of'Comprehensive Comparative 
Law'and Plurarity-conscious Globalized Legal Education" 
The Third East Asian Law and Society Conference "Building 
the Asian Socio-Legal Community : Theoretical Visions and 
Empirical Challenges (March 22 and 23, 2013, Shanghai) 
(Shanghai Jiao Tong University) 2013年
"Legal Cultures Relating to Female Ten-no (Japanese Emperor) 
and Conjugal Name in Japan" The 1呼 WorldCongress of the 
International Union of Anthropological and Ethnological 
Sciences, "Evolving Humanity, Emerging Worlds" (5th-10th 
August 2013) (University of Manchester) 2014年
「‘‘綜合比絞法”的新概念和注重多元化的全球化法律教育ー一一基子千
叶晩年的日文詑文」
（李栃，斉秀梅， 美姦舘著，《京北並区域法文化的比絞研究〉，
北京：中国政法大学出版社， 2014) 2014年
〔（共）編訳・（共）監訳・共訳〕（書籍刊行物）
ステア・ソサエティ編 戒能通厚＝平松紘＝角田猛之編訳『スコッ
トランド法史』 名古屋大学出版会 共編訳 1990年
翻訳および「訳者解説」の三，四，「事項英和索引・用語解説」執筆
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H. L.A. ハート，訳者代表矢崎光閑• 松浦好治『法学・哲学論
集』 みすず書房 ]990年
「ケルゼンの法の統一に関する学説」翻訳担当
デヴィッド・シュガーマン著，法文化研究会訳『イングランドの法
と社会ー一法の歴史社会学』 風 行 社 1993年
「I 法理論，コモン・ロー精神，そしてテキスト伝統の形成」
154-181頁翻訳担当
ジョセフ・ラズ，深田三徳編訳『権威としての法一~法理学論集」
（勁草書房， 1994年）
「VI 権利の性質について」翻訳担当
ニール・マコーミック著 角田猛之編訳『ハート法理学の全体像』
晃洋書房編訳 1996年
「編訳者まえがき一全体の構成」，「編訳者あとがき」および全体の訳
の最終チェック担当
ウイル・キムリッカ著 角田猛之＝石山文彦＝山崎康仕監訳『多文
化時代の市民権一ーマイノリティの権利と自由主義』
晃洋書房共監訳 1998年
「訳者まえがき」および全体の監訳担当
今井弘道・森際康友•井上達夫編『変容するアジアの法と哲学』
有斐閣 1999年
梁治平の英文論文からの翻訳「国家と社会一ー中国法史のパースペク
テイヴから」および張文顕の英文論文からの翻訳「古代中国における
慣習法と慣習法上の権利一一梁治平教授の「国家と社会」へのコメン
ト」担当
エミリオス・クリストドリデイス 角田猛之・石前禎幸監訳『共和
主義法理論の陥穿ーーシステム理論左派からの応答ー一ー』
晃洋書房共監訳 2002年
「訳者まえがき」と全体の監訳担当
アルトゥール・エンゲルマン，小野木常・中野貞一郎編訳『民事訴
訟法史概説』 信 山 社 2007年
共訳「第3編 ローマ＝カノン系訴訟およびドイツ民事訴訟法典の発
布に至るまでのドイツにおける訴訟法の発展」の §1-§21 
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ニール・マコーミック著，亀本洋＝角田猛之＝井上匡子＝石前禎幸
＝濱真一郎共訳『判決理由の法理論』 成文堂共訳 2009年
「はしがき」，「第 1章はじめに」，「第10章法，道徳，実践理性の
限界」翻訳担当
ローレンス・ローゼン 角田猛之・石田慎一郎監訳『文化としての
法 人類学・法学からの誘い』 福村出版共監訳 2011年
「まえがき」，「序」，「むすび」翻訳担当および「訳者解説」の「V
法学における「文化としての法」の理論的意義と実践的意義」執筆
〔単独訳〕（学術雑誌等掲載）（冒頭の 3点のみ共訳）
アルトゥール・エンゲルマン著「民事訴訟法概史 (19)」 中野貞一
郎・栗田隆・角森正雄と共訳 『阪大法学』第104号 1977年1月
アルトゥール・エンゲルマン著「民事訴訟法概史 (20)」 中野貞一
郎・栗田隆・角森正雄と共訳 『阪大法学』第106号 1978年3月
アルトゥール・エンゲルマン著「民事訴訟法概史 (21)」 中野貞一
郎・栗田隆・角森正雄と共訳 『阪大法学』第108号 1978年1月
「デニング卿 "WhatNext in the Law"邦訳 (1)」「第一編偉大
な改革者たち」 「中京法学』第20巻1号 1985年6月
「デニング卿 "WhatNext in the Law"邦訳 (3)」「第三編 法律
扶助」 「中京法学』第20巻3号 1985年12月
「P.マコースラン教授記念講演記録—「イギリス憲法入門」
("Introduction to the British Constitution")」
「中京法学』第20巻4号 1986年3月
ジョン・ケアンズ「18世紀スコットランドにおける上級弁護士の登
用とローマ法」 『法制史研究』 40号 1991年1月
ヘクター・マクイーン「スコットランドにおける法曹養成 H. 
MaQueen Studying Scots Law, 2nd ed. (Butterworth, 1999) 
翻訳 (2)」 『関西大学法学論集』第50巻5号 2000年12月
ヘクター・マクイーン「スコットランドにおける法曹養成 H. 
MaQueen Studying Scots Law, 2nd ed. (Butterworth, 1999) 
翻訳 (3)」 『関西大学法学論集』第52巻3号 2003年12月
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〔資料（一部翻訳を含む）〕
「統計からの発展的考察」
『法苑復刊 2号』（大阪大学法律相談部） 1974年
「法の解釈の客観性について 「概念法学」と「生ける法」を手
がかりとして」 『法苑復刊 3号』（大阪大学法律相談部） 1974年
「法の解釈に関する一考察ーその意義及び客観性」
『たかつ論叢 1号』（たかつ論叢編集委員会） 1975年
「近代スコットランド法思想史研究・資料(-) -D. M. Walker, 
"The Scottish Legal System" (1981, 5th ed.) Chap. 4: The 
Development of Scots Law, II. The Union of the Crown and 
After-」 『中京法学J19巻3号 1984年1月
「近代スコットランド法思想史研究・資料（二） ―W. J. Windram 
and H. L. MacQueen, "The Sources and Literature of Scots 
Law: A Select Critical Bibliography 1936-1982"紹介・再編」
『中京法学』 19巻4号 1985年3月
「近代スコットランド法思想史研究・資料（三）の (1) -D. M. 
Walker, "The Principles of Scottish Private Law", (1982, 3rd 
ed.) Book 1, Introductory and General, Chapter 1, Scottish 
Private Law-Its Scope, Sources and Literature」
『中京法学』 20巻1号 1985年6月
「近代スコットランド法思想史研究・資料（三）の (2) (完） ーD.
M. Walker, "The Principles of Scottish Private Law", (1982, 
3rd ed.) Book 1, Introductory and General, Chapter 1, Scottish 
Private Law-Its Scope, Sources and Literature」
『中京法学』20巻3号 1985年12月
「近代スコットランド法思想史研究・資料（四）の l -"Intro-
duction to Scottish Legal History" Stair Society vol. 20, Part 1, 
The General Development of Scots Law Chap I, From David 
1 to Bruce, 1124-1329, by Rt. Hon. Lord Cooper of Culross」
『中京法学J20巻3号 1985年12月
「近代スコットランド法思想史研究・資料（四）の 2 -"Intro-
duction to Scottish Legal History" Stair Society vol. 20, Part 1, 
The General Development of Scots Law Chap I, The Dark 
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Age, 1329-1532, by G. Campbell and H. Paton, Chap II. The 
Transition to the Modern Law, 1532-1660 by J. I. Smith」
『中京法学』 21巻1号 1986年9月
「近代スコットランド法思想史研究・資料（四）の 3 (完） 一"In-
troduction to Scottish Legal History" Stair Society vol. 20, Part 
1, The General Development of Scots Law Chap IV The Rise 
of Modern Scots Law, 1660-1707, by J. I. Smith, Chap V The 
Eighteenth Century and Later, by G. Campbell and H. Paton」
『中京法学』 21巻2号 1987年2月
「近代スコットランド法思想史研究・資料（五）ーIPSE'86,"Con-
ference on Law and Enlightenment" (May 9th-10th, 1986, 
Edinburgh University, Old College)をめぐって」
『中京法学』 21巻2号 1987年2月
「近代スコットランド法思想史研究・資料2の (2) (Study of the 
Scottish Legal Thought : Materials (2), 2) ー中京大学におけ
るスコットランド関係の社会科学関係文献小目録 (AHand 
list of Holdings in the Field of Scottish Social Science in 
Chukyo University)」 『中京法学」 22巻1号 1987年7月
「近代スコットランド法思想史研究・資料2の (3) (Study of the 
Scottish Legal Thought : Materials (2), 3) ー中京大学におけ
るスコットランド関係の社会科学関係文献小目録その 2 (A 
Hand list of Holdings in the Field of Scottish Social Science 
in Chukyo University, No. 2)」 『中京法学』 22巻 1号 1987年7月
「近代スコットランド法思想史研究・資料（六）の 1 ーエデイン
バラ大学法学部 N.マコーミック博士へのインタヴュー記録
（翻訳）」 『中京法学』 23巻 2・3・4合併号 1989年3月
「近代スコットランド法思想史研究・資料（六）の 2 ーエデイン
バラ大学法学部 J.ケアンズ博士へのインタヴュー記録（翻
訳）」 『中京法学』 24巻 1・2合併号 1989年8月
「イギリス法 特集：ブラックストーン『イギリス法釈義』第 2巻
の分析」第 2号 『第21章：記録の事項による譲渡』，「第28章
慣習による権原について」 近代イギリス法研究会会誌 1990年4月
「近代スコットランド法思想史研究・資料（七）の 1 James 
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Watson, An approach to the Legal Profession in Scotland」
『中京法学』第25巻 1号 1990年7月
「英国における同意ー一医療をめぐる哲学上の一つの問題」の翻訳
と若干の解説」
「「生命と倫理を考える」シンポジウム記録集』（名古屋医師会） 1990年
「学会回顧・英米法」
『法律時報』 vol.70, No. 13 1998年12月（木村仁，福島力洋，河野良継と共著）
「学会回顧・英米法」
「法律時報』 vol.71, No. 13 1999年12月（木村仁，福島力洋，河野良継と共著）
「学会回顧・英米法」
『法律時報』 vol.72, No. 13 2000年12月（木村仁，福島力洋，河野良継と共著）
「第23回 IVR(法哲学・社会哲学国際学会連合）世界大会「21世紀
における法と文化ー一多様性と統一性紹介」 (2007年 8月1-6 
日，ポーランド・ヤゲェウォ大学）紹介(-)」
『関西大学法学論集」第57巻5号 2008年2月
「2008年度・日本法社会学会学術大会ミニシンポジウム④ 「法文化
への学際的アプローチー一比較法文化学構築にむけて」 (2008
年 5月10日，神戸大学）紹介 「関西大学法学論集』第58巻4号 2008年11月
「2009年度研究活動報告 アジア法文化研究班」
『ノモス』（関西大学法学研究所）第26号 2010年6月
「ヌリ・ユルデゥセフ「トルコとヨーロッパの交流一―—相互の巧み
な処遇・交流の歴史」 (AhmetNuri Yurdusev "Turkey's 
Engagement with Europe : A History of Mutual Manage-
ment")一翻訳と紹介」 『関西大学法学論集』第60巻4号 2010年11月
「国際シンポジウム「転換期の日本と EUー ーグローバル世界にお
ける法改革」（於ルーヴェンカトリック大学）・紹介と裁判員
制度発足直後の運用状況と世論動向の若干の分析」
『関西大学法学論集』第60巻4号 2010年11月
「ジョージ・ムスラキス「ニュージーランドにおける修復的司法会
議」 理論的基礎と実践的意味」および「ニュージーランド
における法学教育」；翻訳と紹介」
『関西大学法学論集』第61巻2号 2011年7月
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「ロンドン大学東洋アフリカ学院ロースクールにおける「アジア・
アフリカの法体系」講義 (2011-2012年）の紹介ーーヴェル
ナー・メンスキー教授の講義資料を中心にして」
『関西大学法学論集』第63巻 6号 2014年3月
「デヴィッド・グリンリントンの「進化，適応と創造 変動する
世界での自然資源に対する所有権」 (Evolution,Adaptation, 
and Invention : Property Rights in Natural Resources in a 
Changing World)論文の翻訳と講義・講演資料，およびオー
クランド大学ロースクールの紹介」
『関西大学法学論集』第64巻 1号 2014年5月
「人類の伝統的価値観と人権」 市原靖久・木村光豪との共訳
『関西大学法学論集』第64巻 1号 2014年5月
「マオリの環境思想と持続可能な自然環境およびマオリ固有地の保
全ー一ニン・トマス「マオリのランガティラタンガ，カイティ
アキタンガの概念と自然環境，所有権」論文およびマオリ特別
保留地，マオリ固有地トラストおよび相続に関するマオリ土地
裁判所刊行のブックレット翻訳」
「関西大学法学論集』第64巻2号 2014年 7月
「ロンドン特別区・タワーハムレッツでの「コミュニイティ・リー
ダーシップ・プログラム」の紹介一ーロンドン大学東洋アフリ
力学院 (SOAS) との連携でのロンドンに現出する超多元社会
(plurality of pluralities: POP)への取り組み」
『関西大学法学論集』第64巻 2号 2014年7月
「第23回 IVR(法哲学・社会哲学国際学会連合）世界大会「21世紀
における法文化ー一多様性と統一性紹介」 (2007年8月 1-6日，
ポーランド・ヤゲェヴォ大学）紹介（ニ ・完）」
「関西大学法学論集』第64巻 5号 2015年1月刊行予定
「法文化のフロンティア・千葉正士一―—千葉正士先生追悼プロジェ
クト(-)」
〔その他〕
書評
『関西大学法学論集』第64巻 5号 2015年1月刊行予定
「P.スタイン『法進化のメタヒストリー』（有信堂， 1989年）」
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『比較法史研究 思想・制度・社会』 1993年
「法文化の概念と比較法文化の方法の模索ー一青木人志『動物の比
較法文化 動物保護法の日欧比較』」 『法の理論j第22号 2003年6月
「信仰，宗教と法，法学，比較法文化論ーーホセ・ヨンパルト『学
問と信仰の世界』」 「法の理論』第23巻 2004年
辞典
項目「スコットランドの法」
「イギリス文化事典』丸善出版 2014年11月刊行予定
〔学会シンポジウム，セミナー等〕
日本法哲学会2002年度「統一テーマ「聖と俗の比較法文化につい
て」（統一テーマ企画趣旨） 「法哲学年報』 (2002年度） 2003年10月
「2007年度研究活動報告 アジア法文化研究班」（研究班主幹・研究
活動報告） 「ノモス』（法学研究所）第22号 2008年6月
法学研究所創立20周年記念シンポジウム (2007年11月24日） 第 1
部「中国におけるリベラルな人権理論の新たな展開」（企画・
司会） 『ノモス.I(関西大学法学研究所）第22号 2008年6月
3研究所連立型研究班公開シンポジウム (2007年11月24日） 第 2
部「中国のグローバル化をめぐる新たな動向一ー市場経済と世
界遺産に関わる環境問題」（企画・司会）
『ノモス」（関西大学法学研究所）第22号 2008年6月
「東アジアの法制度，法文化とその多属性，多元性ー一多文化主義，
多元的法体制論，比較法文化学の視座から」（ワークショップ
概要）（開催責任者） 「法哲学年報』 (2007年度） 2008年10月
「2008年度研究活動報告 アジア法文化研究班」（研究班主幹・研究
活動報告） 『ノモス」（関西大学法学研究所）第24号 2009年6月
「インドネシアの多様な法制度と法文化ー一法人類学と多元的法体
制」 (2009年 2月26日）概要執筆
『ノモス』（関西大学法学研究所）第24号 2009年6月
第38回現代法セミナー スリストワティ・イリアント「インドネシ
アの多様な法制度と法文化ー一ー法人類学と多元的法体制」
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(2009年2月26日）（企画・司会）
『ノモス』（関西大学法学研究所）第24号 2009年6月
第39回シンポジウム 「東アジアの法学教育の現状と展望ーー中国，
韓国， 日本」 (2008年12月 5日）（企画・司会）
『ノモス』（関西大学法学研究所）第24号 2009年6月
第47回特別研究会 アーメト・メテ・トウンジョク「宗教間の対話
—東西の中間に位置するトルコ」 (2008年 7 月 16 日）（企画・
通訳・司会） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第24号 2009年6月
第51回総合研究会 角田猛之「法文化へのアプローチ：法哲学会，
法社会学会での法文化をめぐる学会企画をも踏まえて」 (2008
年7月19日） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第24号 2009年6月
3研究所連立型研究班シンポジウム「アジアにおける経済・法・文
化の展開と交流」 (2008年12月6日）「コメント及び討論」担当
『ノモス』（関西大学法学研究所）第24号 2009年6月
『第一回東北亜比較法学国際シンポジュム論文集』（長春理工大学東
北亜比較法研究所・長春理工大学法学院）（中国・長春）所収
「法文化へのアプローチの方法と比較法文化学」 2009年7月
「ワークショップ担当理事からのご挨拶」（学習院大学開催）
「日本法哲学会 学会報」第20号 (2009年9月20日発行） 2009年9月
「第 2回日本法哲学会ワークショップについて」（関西大学開催）
「日本法哲学会 学会報」第21号 (2009年5月31日発行） 2009年9月
日本法哲学会「ワークショップ概要」「東アジアの法制度，法文化
とその多層性，多元性 多文化主義，多元的法体制，比較法
文化学の視座から」（開催責任者・角田猛之）
「法哲学年報』(2008年度） 2009年10月
第40回公開講座 ジョージ・ムスラキス「罪と罰をめぐる新たな動
向ー一被害者・加害者と修復的司法」 (2009年12月 4日）（企
画・司会・通訳） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第26号 2010年6月
第39回現代法セミナー「薬害肝炎をめぐる法的，政治的，社会的問
題 薬害肝炎患者と原告弁護団・弁護士の立場から」 (2009
年4月2日） （企画） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第26号 2010年6月
第81回特別研究会 アフメト・ヌリ・ユルウドゥセフ「ヨーロッパ
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の多文化状況とトルコ： "Turkey'in Europe'but not'of 
Europe'というパラドクス」 (2009年 7月27日）（企画・司会・
通訳） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第26号 2010年6月
第83回特別研究会 杜鋼建「国際人権法で保障された人権としての
〈食の安全〉＿中国・食品安全法の制定をめぐって」 (2009年
11月27日）（企画・司会）
『ノモス』（関西大学法学研究所）第26号 2010年6月
第85回特別研究会・マイノリティ・セミナー共同企画「暴力の記憶
にむきあう-政治・宗教・法のあいだ」 (2010年 3月6日）
（企画・司会） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第26号 2010年6月
「2009年度研究活動報告 アジア法文化研究班」（研究班主幹・研究
活動報告） 『ノモス」（関西大学法学研究所）第26号 2010年6月
「第3回日本法哲学会ワークショップについて」（西南学院大学開催）
「日本法哲学会 学会報」第23号 (2011年5月15日発行） 2011年5月
第87回特別研究会 Kleber Grimire「欧州の多文化主義」 (2010年
7月22日） （司会） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
第55回総合研究会角田猛之「アジアの法文化の諸相 角田猛之
著『戦後日本の 〈法文化の探求〉法文化学構築にむけて』（関
西大学出版部， 2010年 7月刊行）に依拠して」 (2010年9月15
日） 『ノモス」（関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
第42回公開講座 河内良「裁判員裁判の現状ー一水：阪地方裁判所に
おける覚せい剤事犯を素材として」 (2010年12月10日）（企画・
司会） 『ノモスj(関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
第41回現代法セミナー 赫然「宗教と法，法文化のかかわり一~ー中
国・満州族の伝統宗教を手がかりにして」 (2010年 5月17日）
（企画・司会） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
第42回現代法セミナー スティーヴン・ワイズ「アメリカにおける
動物法とそのグローバルな意義」 (2010年 7月7日）（企画・司
会） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
第88回特別研究会・第11回マイノリティ・セミナー 呉豪人「記憶
の権利 VS.記憶の権カー一判例から見た台湾先住民の歴史的記
憶」 (2010年11月24日）（企画・司会）
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『ノモス』（関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
第89回特別研究会 趙静波「中国政案例指導制度の発展と改革」
(2010年12月2日）（企画・司会）
『ノモス」（関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
関西大学 3研究所合同シンポジウム・法学研究所分科会 赫然「現
代中国の法治と法文化ー一法文化の一般理論の分析を手がかり
にして」 (2010年12月3日）（司会・デイスカッション）
『ノモス』（関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
第91回特別研究会 ジョージ・ムスラキス「ニュージーランドにお
ける修復的司法に関する研究」 (2011年 2月16日）（企画・通
訳・司会） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
第95回特別研究会「日韓における刑事裁判への国民参加システムの
検証」 (2011年2月16日）（企画・司会）
『ノモス』（関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
第96回特別研究会 デヴィッド・ミラー「非西洋諸国におけるリベ
ラル・ナショナリズム LiberalNationalism in non-Western 
Countries」(2011年7月6日）（企画・司会）
『ノモス』（関西大学法学研究所）第28号 2011年6月
「第 5回日本法哲学会ワークショップについて」（関西学院大学開
催） 「日本法哲学会 学会報」第21号 (2013年5月15日発行） 2013年5月
日本法哲学会「ワークショップ概要」「グローバル状況下での多元
的法体制における人権および人権をめぐる法文化：法学・人類
学の視点から」（開催責任者・角田猛之）
『法哲学年報』(2012年度） 2013年10月
「第 6回日本法哲学会ワークショップについて」（駒沢大学開催）
「日本法哲学会 学会報」第29号 (2014年5月31日発行） 2014年5月
第113回特別研究会 デヴィッド・グリンリントン「Environment
Law in New Zealand-Integrating Sustainability into 
Domestic Law and Policy : ニュージーランドの環境法—持
続可能性と国内法，政策との融合」 (2013年11月28日）（企画・
司会） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第34号 2014年6月
- 302 - (1144) 
角田猛之教授略歴並びに著作目録
第46回公開講座「中国における法・社会・文化 マイノリイティ
の法文化，高齢化の進展と対策」 (2013年11月29日）（企画・司
会） 『ノモス』（関西大学法学研究所）第34号 2014年6月
第117回特別研究会「「法の社会理論」と法人類学との対話 Dialogue
Between'Social Theory and Legal Anthropology'」(2014年6
月10日）（企画・司会および概要）
「ノモス』（関西大学法学研究所）第35号 (2014年12月刊行予定）
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